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聞

ー
れから仮り返って中ソ
中国
はこれか
ら札
室
霊
堂
岱が一
砦でないζとがはっさ

割引情
論争は閉山民的に
有謎な
諒昧を持
いう段附で毛沢東恕却の絶対化
りした。
また色々
な刷凱の
社会

旧
つものであったのだろうか。

起
き、
この点で
お光は不
主後
援
されているとともわ

問

罰
則代
誌の新しい状況
可避だった。

かった。
いま
宿
泊ソ論争問

に社会
中心持がどう対応すべきか

に批判した「修正主綴」
に的っ

そめぐり、
似本的な対況があっ

て、
経例改郁や外交を行ってい

た。
そこであのよう
な剖刻なイ

る。
となると、
時間のムダ
な論

デオロギl論併になった。
国家

利引の対η、
社会主綴陣悦内の

朝綿糸いの
州出もあったが、
マ

ルクス主食の
川例制と一比
系をめぐ

ゐ野
妥協的
な論争・対立として

の別代
史的
日後を凡wmとすわけ

にはいかない。

只体的には一
九五六作のソ巡

持脱党大公判L山されたスターリ

ン批判をどう川区りとめるか、
と

いう形で始まり、
当初は戦争と

綜和、
また川小利竹内存、
社会主筏

への
警の
象性などをめぐる

論争であった。
当時、
ソ巡はヱ

認出が巡み、
知般人やテクノク

ラート
がけ臼めて従米のり
制休

制を打破せむるを仰なかった。

六0
年代か
ら七0
年代にかけ、
世界そmmか

せた中ソ論争は、
なぜ起きたのか。
また、
そ

の持つ一品川悼と、
もたらした
影世田は。
さらに今

後に践

ず教訓は
｜｜。
国防
政治や経祝日の時川

家にインタビューした内谷そ制介する。

（聞き手
近藤
竜夫記者）

首
目出
...c:.、
立三

百炎l院を
日リ結

果
的
に
は
不毛・・・

｜｜紛争によって社会主綴附

争だったようにもみえる。
ある

いは限
火が巡む過程で迎け
られ

ないものだったのかも知れない
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中明
毛沢民の強烈
なM己完

肢が中ソ対立をあのように
激出

させた
山火の
辺国であるが、
新

川制的にはいえ他大問中命と
川町聞に不

毛だった。
それにしても、
社会

主
混同がどれだけmMかになった

か、
民衆がどれだけ間山に平勺

に解欣されたかを凶側沼凶の現

状と出べると、
その紅
色起れが

よくわかる。
おかげで
叫刊にお

吋る
mA叩の
代制の大き占じがわか

双
方
に

掬 大
き
な
犠
牲

Dim電電事姻富闘
｜東京外国語大教授（国際関係論）｜
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った。
もうアジアには社会主披
見ている。
内部の
急激な西
側聞
る。

宿命は飽きないだろう。

斜、
とくに自由化への流れ
や民
対
立
の
上
に
教
訓
も

郁命で大国となった中ソ
問問
底反乱をくいとめるために、
お

はその
制民生まれた
ふ川の訊さ
会主
筏悶聞の
迎川市が必
裂となろ

｜！これからの社会主砲はど

に例んでいゐ。一一ト一
川紀に向
う。
内
削に
山阻をかかえている
うなるのか。
中間の部小耳民

け、
いかにその
表的。』附決
する
がゆえの々
間同作
であり、
今回
（
中央
mm
祭主川）
の聞の中に

か、
そζは改革路仰が生まれ
の野mm他の世界的潮流の中
は社会主義
路政そ巡めるには、

た。
だが、
多くの凶燃に出而
で、
それが
mm的脅威になると
まずしっかりした椛関税織を作

し、
内愉げんかなどしている余
とはないだろう。
つまり、
間側
らねばならず、
そのためには町

俗はない。
社会主筏の
耐性化と
間川との交流を深めながら社会
本主義の段
附が必要だ、
との巧

主
務凶聞の
再銅
が迫られるとい
えがあるようだ。
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ぅ過引が続くとみたい。

中嶋
社会主授に品川市川がなく

宇天

へ

なりつつある時代の中ソ和解と
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西
側
含
め
依
存
関
係

xu
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は、
皮肉なものだ。
ト九山紀の

－4ノ

’ri

ll先巡技術の導入、
投資
促
社会主
義世
論は二十山紀の国家

の

時

巡のために
間との協力闘係が
レベルの
議で成
立、
二十

、宝、

uuu

必攻なのだが、
緊俗化により、
一
山紀には社会主務から殿脱の

J
J
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間内で民
花、
より多くの
出
荷
台
第」ないし「
準」

討

揺

を
お
告が強まると、
社会主
とみなむれるようになろう。
附

ぬ叩政山酬の起もとをすくわれる可
引の引の辺国舷は迎けのれそう

能性が巾一じる。
社会主
犠凶川の
はない。

延命のためにも相広協
刈せざる
新たな
附係
強佑はその
防止策と
向ぷ主
犠附灯は社会主おの刊

をえなくなり、
今川のめソ
首脳
いうことだろうか。

念品』先取りして悶民の川の
絡川

会般になった。
ソ辿
は社会主議
中明
給関
改加は資窓主濃の
を
小さくした。一一十一
山紀は引

の工筑間、
中間は途卜“川として
メカニズムを徹底的に導入しな
耶力やイデオロギーではなく、

の相互
相知性があり、
関係は賠
い限りうまく行かないだろう。
経

君主会のあ央で問い合う山

間町山ずるだろう。

しかし
現休制そ根本的に援
す恐
界になろう。
中ソ対立は大きな

中ソ
関係改閉山に制さ、
モンゴ
れのある施
策はすぐにはとれま
犠牲そ払っ
たし、
不毛な対立で

ル、
朝鮮民主主義人山川和問
い。
改市で徐々
に解決せさるを
はあったが、
人績の出史から見

（北朝鮮）、
ベトナムなどの問
問ない。
西側も社会主殺を
支援
れば、
我々
に大きな
教訓を与え

も々
辿仰関係を
汚仰然し、
砂ゆ
し、
組問山を
前性化させ、
相互に
てくれたととになる。

るやかな
問問仰
が結成由はれると
依
存していく
時代になりつつあ
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